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ヒト認知系の総合的研究

研究者　本田　仁視，宮崎　謙一，鈴木光太郎
工藤　信雄，福島　　治

１．成果の概要

　・視覚性注意の生成メカニズムに関する研究

　視覚情報処理は，まず外界の刺激による視覚的注意の喚起誘発から始ま

る。このもっとも初期の段階における情報処理のしくみと特性を明らかに

するため，サッカードとよばれる高速眼球運動の反応時間（反応潜時）を

指標とした実験を行なった。その結果，反射的注意と意図的な行動制御の

間の時空間的な相互抑制関係が明らかになった。（本田仁視）

　・絶対音感保有者の聴覚特性に関する研究

　絶対音感保有者が調性をどのように認知しているかを調べる目的で，ワ

ルシャワのショパン音楽アカデミーの学生を被験者にして実験を行なっ

た。調性感を確立するための和音系列の後に，テスト音として半音階の��

音が提示され，被験者は各テスト音について，調性の中での適合度を評定

した。その結果，同程度の音楽経験をもつ音楽専攻学生では，絶対音感保

有者は非保有者に比べて，調性プロフィールが不明確になる傾向が見られ

た。この結果から，絶対音感保有者が非保有者に比べて，調性を明瞭に感

じ取っていないことが示唆された。（宮崎謙一）

　・色の変化の見落としに関する研究

　画像刺激を連続して提示した場合に，刺激の一部が変化しても，観察者

はそれに気づかないことがある（�������	
�����

（変化の見落とし）現象）。

本研究では，３×３のマトリックス上に５つの対象を配した画像刺激を用

いて，対象の変化（ほかの対象に変化する），対象の色の変化，位置の変化

について検討を行なった。その結果，対象の変化と色の変化については
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�が生じることが明らかになった。（鈴木光太郎）
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　・視距離の判断における知覚と行動の乖離に関する研究

　前額面に提示された２標的間距離は一般に，物理的には等距離であって

も，奥行き方向に提示されると過小評価される。本研究では，地表に提示

された標的間の距離を知覚的に判断させる知覚課題と，目隠し歩行課題の

成績を比較した。その結果，知覚課題で報告された距離は実際の距離より

もかなり過小評価されたが，先行研究（�������	
��
����������）とは異なり，

両課題での距離推定には奥行き方向の過小視が一貫して観察された。さら

に，前額面方向で判断された距離と奥行き方向で判断された距離の比を算

出した結果，運動反応と知覚判断が視空間に関する同一の内部表現を共有

していることが示唆された。（工藤信雄）

　・行動特性情報の認知に関する研究

　社会的環境条件としての他者に関する情報と，その他者を条件としたと

きの自己に関する情報との認知的連動性について実験を行なった。その結

果，父や母に関する行動特性情報と，それぞれの他者を条件としたときの

自己に関する行動特性情報との連動性を示唆する知見が得られた。（福島

治）

２．具体的な成果

　○学術誌発表
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・宮崎謙一　絶対音感保有者の音楽的ピッチ認知における言語的符号化．

　認知神経科学，�，�����，�����
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　○学会発表

・�本田仁視　��������	
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����効果―注視点の持続提示の影響．日本心理



����

�人文科学研究　第 119 輯

学会第��回大会（����年９月）

・�本田仁視　��������	
���
����効果―注視点の��������と刺激位置の効果．

　日本基礎心理学会第��回大会（����年��月）
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���������	��．ワルシャワ大学心理学部（����年３月）
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カデミー，音楽心理学科主催研究セミナー（����年５月）
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�ショパン音楽アカデミー，音楽音響学科主催研究セミナー

（����年５月）
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・鈴木光太郎・荘司絵美　色の変化の見落とし．�新潟心理学会第��回大会

（����年２月）

・�工藤信雄　距離の視知覚と運動反応との間に解離は存在するのか？

　日本基礎心理学会第��回大会（����年��月）

・福島治　自他特性情報のリンクによる特性判断の促進効果とその消失：

課題促進パラダイムによる検討．日本心理学会第��回大会（����年９月）

　○プロジェクト研究会（����年３月��日）

　　・宮崎謙一　絶対音感の神話

　　・工藤信雄　知覚系と運動系の乖離：距離の視知覚と歩行距離の対応から




